
会
告

「
平
城
宮

・
京
跡

の
木
簡

の
保
存
を
訴
え
る
緊
急

ア
ピ
ー

ル
」
に
つ
い
て

木
簡
学
会
で
は
、
平
城
宮
跡
の
直
下
に
京
奈
和
自
動
車
道
大
和
北
道
路
の

地
下
ト
ン
ネ
ル
が
計
画
さ
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
「古
都
余
良
の
文
化

財
」
の
一
つ
と
し
て
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
特
別
史
跡
平
城
宮
跡
に
包

蔵
さ
れ
て
い
る
木
簡
に
、
致
命
的
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
点
を
深
く
憂
慮

し
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
の
委
員
会
声
明

「京
奈
和
自
動
車
道
の
平
城
宮
跡
地

下
通
過
計
画
の
撤
回
を
求
め
る
要
望
書
」
の
発
表
以
来
、
二
〇
〇
〇
年

一
二

月
の
第
二
二
回
総
会
に
お
け
る

「京
奈
和
自
動
車
道
の
平
城
宮
跡
地
下
通
過

計
画
の
撤
回
を
求
め
る
要
望
書
」
、
二
〇
〇
三
年
六
月
の
委
員
会
に
お
け
る

「大
和
北
道
路
の
平
城
宮
跡
直
下
ト
ン
ネ
ル
案
の
即
時
撤
回
を
求
め
る
要
望

書
」
な
ど
を
決
議
し
、
こ
の
計
画
の
白
紙
敏
回
を
強
く
求
め
て
き
た
。
ま
た
、

同
様
に
こ
の
計
画
に
強
い
懸
念
を
抱
く
学
会

・
市
民
団
体
と
も
協
力
し
て
逗

動
を
進
め
、
「高
速
道
路
計
画
で
危
機
を
迎
え
た
世
界
遺
産
平
城
宮
跡
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
幹
事
団
体
と
し
て
こ
れ
に

参
加
し
、
二
〇
〇

一
年

一
一
月
と
二
〇
〇
二
年

一
一
月
の
二
回
に
わ
た
つ
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
、
平
城
宮

・
京
跡
の
木
簡
が
直
面
し
て
い

る
危
機
的
状
況
と
保
存
策
を
講
じ
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
広
く

一
般
の

理
解
と
協
力
を
求
め
て
き
た
。

こ
の
間
、
二
〇
〇
三
年
二
月
に
は
平
城
宮
跡
大
膳
職
推
定
地
出
土
木
簡
が

出
土
文
字
資
料
と
し
て
初
め
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
木
簡
の
重

要
性
は
さ
ら
に
広
く
認
め
ら
れ
る
に
至

っ
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年

一
〇
月
、
国
土
交
通
省
有
識
者
委
員
会
が
推
奨
ル
ー
ト

・
構

造
柔
に
関
す
る
提
言
を
発
表
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
題
は
新
た
な
局
面

を
辿
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
提
示
さ
れ
た
推
奨
ル
ー
ト
柔
は
、
国
道
二
四
号

線
バ
イ
パ
ス
の
ウ
ワ
ナ
ベ

・
コ
ナ
ベ
古
墳
東
北
の
地
点
で
地
下
に
入
り
、
近

鉄
新
大
宮
駅
付
近
を
通
っ
て
平
城
京
跡
南
部
で
地
上
に
出
る
と
い
う
も
の
で
、

平
城
宮
跡
直
下
を
避
け
、
ま
た
世
界
遺
産
の
バ
ッ
フ
ア
ー
ブ
ー
ン
を
極
力
避

け
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
平
城
宮
跡
直
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
通
さ
れ
る
と
い

う
最
悪
の
事
態
は
免
れ
そ
う
だ
が
、
木
簡
の
命
の
源
と
い
え
る
地
下
水

へ
の

悪
影
響
が
危
惧
さ
れ
る
事
態
に
何
ら
変
わ
り
は
な
い
。

そ
こ
で
、
木
簡
学
会
で
は
二
〇
〇
三
年

一
二
月
六
日
に
開
催
し
た
第
二
五

回
総
会
に
お
い
て
、
「平
城
宮

・
京
跡
の
木
簡

の
保
存
を
訴
え
る
緊
急
ア

ピ
ー
ル
」
を
学
会
の
総
意
と
し
て
決
議
し
、
内
閣
総
理
大
臣

・
総
務
大
臣

・

国
土
交
通
大
臣

・
文
部
科
学
大
臣

・
文
化
庁
長
官

・
奈
良
県
知
事

・
奈
良
市

長

・
奈
良
県
議
会
議
長

・
奈
良
市
議
会
議
長

・
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
建
設

局
長

・
同
奈
良
国
道
事
務
所
長
宛
に
送
付
し
、
併
せ
て
関
係
各
機
関
な
ど
に

も
決
議
の
趣
旨
に
対
し
て
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。
以
下
は
そ
の
全
文
で
あ

夕つ
。



平
城
官

・
京
跡

の
木
簡

の
保
存
を
訴
え
る
緊
急

ア
ピ
ー
ル

木
簡
学
会
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
の
委
員
会
声
明
以
来
、
再
三
に
わ
た

り
京
奈
和
自
動
車
道
大
和
北
道
路
の
平
城
宮
跡
地
下
ト
ン
ネ
ル
柔
の
白
紙
撤

回
を
求
め
、
木
簡
の
保
存
を
強
く
訴
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
国
指
定
の

特
別
史
跡
で
あ
り
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
平
城
宮
跡
の
地
下
に
、
た
と

え

一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
と
は
い
え
、
高
速
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
そ
う
と

い
う
計
画
が
平
然
と
語
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
重
大
な
危
惧
を
抱
く
と
と
も
に
、

大
膳
職
跡
推
定
地
出
土
木
簡
の
重
要
文
化
財
指
定
に
も
端
的
に
表
れ
て
い
る

よ
う
に
、
広
ぐ
価
値
を
認
め
ら
れ
た
木
簡
を
危
機
に
陥
れ
か
ね
な
い
計
画
に

強
い
憤
り
を
覚
え
た
か
ら
で
す
。

去
る

一
〇
月
、
国
土
交
通
省
有
識
者
委
員
会
は
、
大
和
北
道
路
の
推
奨

ル
ー
ト

・
構
造
に
関
す
る
提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。
ル
ー
ト
案
の
う
ち
中
央

エ
リ
ア
ー
を

「地
下
十
高
架
」
構
造
で
通
過
す
る
も
の
を
最
適
と
し
た
上
で
、

こ
れ
に
適
合
す
る
三
種
類
の
ル
ー
ト
の
う
ち
、
「西
九
条
佐
録
線
地
下
十
高

架
柔
」
の
優
位
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
の
推
奨
条
は
、
こ
れ
に
先
立
つ

文
化
財
検
討
委
員
会
の
提
言
を
尊
重
し
て
平
城
宮
跡
直
下
を
避
け
、
世
界
遺

産
の
バ
ッ
フ
ア
ー
ゾ
ー
ン
を
避
け
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
城
宮
跡
周
辺
、
特
に
東
南
に
接
す
る
地
域
か
ら
は
、
長
屋
王

家
木
簡
や
二
条
大
路
木
簡
な
ど
宮
内
に
倍
す
る
数
の
木
簡
が
出
土
し
、
平
城

京
跡
南
部
の
人
条
町
で
も
八
五
〇
点
に
上
る
木
簡
が
出
上
し
、
平
城
宮
跡
だ

け
で
な
く
平
城
京
跡
に
も
多
数
の
木
簡
が
包
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
推
奨
ル
ー
ト

・
構
造
案
で
も
、
な
お
平
城
宮

・
京
跡
の

地
下
に
眠
る
木
簡
の
命
の
源
で
あ
る
地
下
水
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
る

と
、
平
城
宮

・
京
跡
を
守
り
、
木
簡
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
責
務
が
あ
る
と

考
え
る
私
た
ち
は
、　
三
二
〇
〇
年
に
わ
た
り
木
簡
を
守

っ
て
き
た
地
下
水
ヘ

の
悪
影
響
を
危
惧
し
ま
す
。
奈
良
の
交
通
の
問
題
は
、
単
に
道
路
を

一
本
通

せ
ば
解
決
す
る
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化
財
と
の
共
生

を
図
り
な
が
ら
、
い
か
に
奈
良
ら
し
さ
を
表
現
し
て
ゆ
く
か
、
真
剣
に
考
え

る
べ
き
と
き
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
こ
こ
に
木
簡
学
会
第
二
五
回
総
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

京
奈
和
自
動
車
道
大
和
北
道
路
の
ル
ー
ト
選
定
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
慎
重
な

検
討
を
行
い
、
特
別
史
跡
平
城
宮
跡
、
及
び
そ
の
周
辺
の
平
城
京
跡
に
包
蔵

さ
れ
て
い
る
木
簡
を
確
実
に
保
存
す
る
方
策
を
と
る
よ
う
強
く
訴
え
る
要
望

を
決
議
し
、
こ
こ
に
緊
急
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
発
表
い
た
し
ま
す
。
関
係
各

位

・
機
関
の
ご
理
解

。
ご
協
力
と
、
誠
意
あ
る
対
応
を
切
に
要
望
す
る
も
の

で
す
。二

〇
〇
三
年

一
二
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木

簡

学

会




